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 日本のカンキツ産業を大きく変えた
「清見」と「不知火（しらぬひ）」

　3 月は、従来品種に加え、新しく開発された品種や海外

からの輸入果実など、果実の大きさや色といった外観や

食味も様々な多種多様な種類が販売される時期になりま

す。その中の「清見」と「不知火（しらぬひ）」は、我が

国のカンキツ栽培に大きく影響を与えた品種です。

　「清見」の果実は、温州みかんとスイートオレンジの中

間的な特性を持ち、オレンジの香りがあり、肉質は柔軟

多汁なのが特徴で、3 月下旬以降早春から初夏にかけての

完熟果実の食味の良さを是非知っていただきたい品種で

す。品質の優秀さは認めながらも、当初から順調に栽培

が進んだわけではありません。成熟期が 3 月中下旬頃と

いっても、その時期まで樹上で越冬させると、寒害や鳥

による食害で全滅するリスクがあるため、厳冬期に入る

前に収穫されることも多く、十分に特性を発揮できない

状況でしたが、まず寒害を防止するため、園地を選定し、

果実袋の利用を進めるなどし、また食べ方を提案し、商

品として育てる努力がされてきました。もう一つ知って

いただきたいのは、「清見」は、我が国のカンキツ品種改

良における最大の成果で、自身が経済栽培品種として普

及しただけでなく、交配親として多くの品種を生み、「清

見」がなければ今の多くの品種が存在しなかったという

事実です。育成地カンキツ研究興津拠点には、「清見」の

原木（全国の清見の樹はすべてこの樹から始まった）が、

種をまいてから 63 年たっていますが今なお健在です。

　また、「清見」の

子ども、「不知火（し

らぬひ）」は、完熟

果実の食味の良さ

は育種関係者の誰

もが認めるところ

で し た が、 へ た の

所 が 突 出 し（ い わ

ゆるデコ）、果皮表

面 が 粗 く、 外 観 を

重視する評価基準では一押しとはいかず、隣にあった器

量が良く、味も良い姉妹が注目されたのでした。しかし、

当時は甘夏などの産地では、新しい食味の優れた品種を

求めており、商品の多様化、個性化と食味を重視する志

向に乗り、この特徴をセールスポイントとしたのが成功

しました。

　食味とネーミングの良さもあり、瞬く間に高品質カン

キツとしての地位を獲得し、熊本県をはじめとして多く

の産地が形成されました。よく知られている「デコポン」

という名称は、熊本が一定基準を満たした果実にのみ用

いた名称であったが、いつしか消費者には「不知火」＝「デ

コポン」という認識が浸透してしまいました。また、熊

本県以外からは独自の名称で出荷され、１つの品種が様々

な名称で販売される状況となり、流通業者や消費者に混

乱をきたしてきました。そこで、統一名称の使用が決定

され、最も認知度の高い「デコポン」を統一名称とする

こととなりました。ちなみに、「デコポン」の名称の利用は、

糖度が 13 度以上で酸度が 1.0% 以下のものに限られてお

り、一種の品質保証でもあります。

　「不知火」は、施設栽培が盛んに行われており、早いも

のでは 12 月から店頭に並び始め、2 月下旬～ 3 月には

露地ものが成熟期となり、徐々に入れ替わっていきます。

海外でも人気でアメリカでは「SUMO　MANDARIN」と

いう名称で栽培、販売されています。
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■イベント案内

　近年、果物の摂取が健康な骨の形成・維持に重要なのではな

いかとする多くの疫学研究結果が報告されるようになってきま

した。果物にはビタミン C の他、マグネシウムやカリウムなど

のミネラル類が豊富に含まれるため、骨に有用と考えられてい

ます。また一方、最近ではβ - カロテンやリコペンなどのカロ

テノイド類も骨密度の低下防止に有効ではないかとする研究が

幾つか報告されるようになってきました。

　カロテノイドは云わずと知れた強力な抗酸化物質です。これ

まで破骨細胞による骨吸収には転写因子である NFKB が深く関

わっており、NFKB は酸化ストレスに曝されることで活性化さ

れることが明らかになっています。そのため抗酸化作用を有す

るカロテノイドが破骨細胞による骨吸収を阻害することで骨密

度低下に有益に働くのではないかと考えられるようになってき

ました。

　これまでにカロテノイドと骨の関係を疫学的に明らかにしよ

うとしている研究グループはそれほど多くなく、世界中でも私

たちを含めて数グループしかありません。それは、疫学研究そ

のものの大変さもさることながら、骨密度測定やカロテノイド

を数百から数千人規模で測定することの困難さのためです。骨

密度を評価している疫学研究は数多くありますが、カロテノイ

ドについてはそれほど多くありません。また評価したとしても

多くが食事調査から割り出した摂取量での評価です。実際に体

内に取り込まれた量を反映する血中濃度を測定し骨密度との

関連を評価しているのは、私達がミカン産地で取り組んでいる

三ヶ日町研究が世界で初めてです。

　これまで私達は閉経女性の血中β - クリプトキサンチン濃度

が橈骨（とうこつ）における骨密度値と有意に正相関を示すこ

と、またβ - クリプトキサンチンと骨密度との関連にはビタミ

ン C の関与が大きいことなどを見出してきました。次に私達は

これらの因果関係を明らかにするためのコホート（追跡）研究

に取り組みました。即ち、ミカンをたくさん食べて血中β - ク

リプトキサンチン濃度が高い人ではその後の骨粗しょう症の発

症率が低くなるのか？という疑問です。

　研究では調査開始時に既に骨粗しょう症であった被験者を除

く閉経女性 187 名を対象にしました。調査開始から 4 年後に

再び骨密度を測定し、調査開始時の血中β - クリプトキサンチ

ン値と骨粗しょう症発症リスクとの関連について縦断的に解析

を行いました。その結果、血中β - クリプトキサンチン濃度が

高かった人では低かった人達に比べて骨粗しょう症の発症リス

クが約 92％も低くなることが解りました。食事調査の結果か

ら、リスクが下がった人達のミカン摂取量を調べますと、毎日

およそ 4 個程度のミカンを食べていたことも解りました。

　今回調べたカロテノイド 6 種の中でこのような関連が認めら

れたのはβ - クリプトキサンチンのみでした。β - クリプトキ

サンチンの豊富

なミカンは閉経

に伴う骨密度の

低下に有効では

ないかと考えら

れます。今後は

詳細なメカニズ

ム解明を行うと

ともに臨床試験

でミカンの効果

を検証する予定

です。

　果樹農業の担い手となる人材の養成を
目指した研修制度をおこなっています。
　研修は２学年制で，講義と実習を行っ
ており、実習は主に果樹栽培管理に必要
な作業を行っています。
　募集人員は各コースとも 15 名です。

・募集コース　　　　　　  （研修場所）
　落葉果樹コース　本所� （つくば市）
　常緑果樹興津コース
　　カンキツ研究興津拠点 　   （静岡市）
　常緑果樹口之津コース
　　カンキツ研究口之津拠点 ( 南島原市 )

 一般公開（つくば）
　開催日 : 平成25年4月19日（金）
　　　　   平成25年4月20日（土）
　時　間 : 10:00 ～ 16:00（受け付け15：30まで）
　場　所 : 果樹研究所本所　つくば市藤本
　問い合わせ：電話 029-838-6447

ミカンが骨粗しょう症を防ぐ！？
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